
1999年度の平城宮と平城京の調査

東院南門前の調査 (~í~30 1 次訓1f.区会 J; ( • Iti商から)

二条条川尚北側i，ViSD5200sbが築地Mと‘|ι行してi問責区を|前

l併してお り 、議Jf~の石とその肱き取り jU幼;がよくわかる 。 l!i
7止されたI"JSs16000Cの前1(liには数万と伯l仰も*111¥している。

築地VJf. I I'J llUlの~は復元桜備された Jl!院雌 I~II. pliiifii1U.にみえ

るのは宇街多血!坐同御魂神社の社。

本文4頁参照{jlil彰/中村一郎)

平総富豪院庭園の蛇行j誇 (白i'i302次1出，1ft.IHから)

llll;jc'_u:にJHv、たとj!f定できる紺lかく蛇行する消。.!U主催i剖で

2例1-1の発礼。東院1ft1.:11の"，火.ill物内snをiliif，[し池にil・ぐ。

l氏-l.iが良 〈残り、上手には玉石山泣きの小池が 21，~ある 。 ゅの
両側は.[i l政広場で儀式)n Y~I~!IJ也。 広場の国は拘i .û:WJi(で 11 隠

ししている。本文11頁参照(jil影/中村 一郎}

俗文fijf{I'm 20ぼ)-sl



伝文研 ~M!V2000-阻

第一次大極殿院 (調'1305次調査・北西から)

上の1j:!~は調査 18: を大極殿側から{l{f隊。 ~司3'l'区内述方が大t霊
殿|淀の闘を目l る i~1j而築地回廊。 奈良時代前半は、手前からそ
こまでがj専有tJiiのよとなり、建物は一切ない。位i¥:r.rは禁n.
H与代後半の西I主と、 玉j1:'I(1時代初IJl頂の平城上t!の宮殿にwうl¥t!
立性ill物逃情。l官i3'l'区l何点目iiのJiJj邸機A撲をJ.mめた3聖地土のラ

インが斜めに延ぴる。本文14頁参照(j邑彫/中村 一館)

噂積擁壁 (~'i:305次淵:ft -:lH:から)

IB間部分の機子。コーナーを扶んで期のft'tみ1Jに総羽lがみられる。

背後はすべて盛土で、')!込めの.t'i二tをJliめながらN}を制み上げてい

る 。 h'，(]jíl î1iiの1fJ).止はコーナーの米側でíOl立 、 Î~1j仰lで65)主である。

本文16頁参照 (j畠影/中村一郎)



興福寺中金堂院回廊 (羽~308次訓E1f. . IUJliから)

fJ"立内政世Iih'H!.Uにもとづく m2 11'伎の調査で、 '1 '金 1~: 1淀を !!J I む i主的;の
北点附を中心に1r;llî: し た。 J刈3'f. lì íjから j由仁に銘 1 1 1 していた r~ 1_i は、 ほ(;f
例ill当初から{世われてきたことが!1'IJI9Jし、一部でτ|日't.'JYJの刑務i，'Ii:もきれ

いに伐る。 また、 1!:iIJ.内:造位以jiijの平行する 2条の米両併を発見した。

本文32頁参照 (j邑影/中村一郎)

西隆寺出土遺物 (~ï306 ・ :309次訓1f. )
凶l長手j の調ff.で(j:、石製六f!J小併の}j{濯と -l，~位、小 J\~ iñ.f l吠仙l.U鏡 、 統制b
U[l金-Hなどの特殊造物がIJHした.:(I製六fiJ小幣の必l藍は. 11'.倉院ご.彩

塔の占~J.<i~と問 Jf~ I ， ;J大である こ とが注 目 される 。
本文53頁参照 Olil彩/牛肉!}茂)

興福寺中金堂院出土遺物 (百i308次;判lf.)
紙品11水i庄文j導(手liij) ( 立 、 !I'-I仙，~i り で水i山えを ilr動的に表現する 。 印Jlli
1 1.)'の r l~' 金・~II.. の，fj 般を促1ばせる 。 ç.\， の IEいユーモ ラスな J必I耐文粁A1ï.

('1')は1也にm例が乏 しし、。金約を鈍 したII，J文軒丸瓦 (IA)は桃山JYIの
もので、大手11での111こu立初例。本文37頁参照 (jii影/牛的 茂)

公定時f'1'111 2000・UJ



法華寺阿弥陀浄土院出土の金銅製霊木先金具

ìl.~い銅仮を切り抜いて作ったもので、 おもて而のごく
部に鍍金が伐る。文総は:{EXと対策形、厳守三，)杉を対利:的

に西日iaしたもので、流i1ttな情成をみせる。級王¥::&I;tt的に

は襟良11年代iiIfll'.のものともみられるが、 l必l却の)ll世I;ijqt

にもかかわることであり、なお、検討の必要がある。

本文59頁参照 Oil彫/中村一郎)

({t文研 11'制12000-皿

i去牽王寺阿弥陀浄土院の圏池8G7700(ti'i312次調資 ・北から)

f;t~とより存訟が:l!.\定されてきた lìtli也をはじめて確認し、行かト土
圧彪E引l随胤4剖|の先期駆lけとH呼予ぷにふさわしい内谷をf持4つことをlゆ明リ引!らカか、に

した。天平人が!思I~I，‘ルbい、叶叫品射11'いl

ヨ安5だつたのだろうか。

本文56頁参照(!量影/中村 一郎)

大衆院庭園西小池(江戸時代)の護岸

(第310次訓読 ・:1ヒから)

大泉院の中心建物11下に隣桜するjJlj小i也はJ必l剥の1攻録後J!1lめ
立てられ、 一部が地干f・i-るのみであった。j由形iJl1J:!itゃ文i紙、
絵画I!と料等をIUいた~泌氏の復元をはじめ多くの仰f究成法
が帯脱される中、 Je jl~ ，純資による縫|事|の 1Ußîの把llîl が必'/!.!
であった。今回の訓ff.で、江戸H村tに総築されたi也の来月k

を検IH したことにより、 1也の ïEÇ(~ な{立 i世やi波 i.;~の方法がわ
かり i立 I~Iの復元に訂正'Jな情報を似た。
本文42頁参照(!i!影/中村 一郎)


	page1
	page2
	page3
	page4

